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I.結 始

我々の実際に使用している鉄管鮮験法は乗用の方が

先行しているが,末だ色 研々究改良すべ き問題があ

り.これらについては飢報●にいくつか項目をあげて

おいたが,今回はそのうち管の材質と森田緊轟効果に

ついて文政の結果.軒 の知見を得たのでそれについ

て報告する｡

Ⅱ.管の材質について
使用したものは.アルミニウム,塩化ビニル,飼,

典銅.引抜鋼管,ガス管軟鋼の6範頼であって全部等

しい寸度のものは得られなかったが表 lの如きもので

ある｡
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写真 1これを各 20cmの長

さに切り,写fllの如き標準装薬法で装填し起爆を

する｡飲料としては,不活性物質として食塩,クレンザー,や

や活性な物質として粉状硝酸アンモニウム

を用いた｡不活性物質を2棚 用吋和41年4月5
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範に述べた如く粒状の物質と粉状で特にふわふわした

物質とでは管のわれ方が典る場合があるからである｡結果

は写fE2,3,4の如くで.この時の装填比盛

は衣2に示す｡この結果を見ると;(I)不活性物質につ

いては食艶もクレンザーも同じようにわれる｡(2

)不活性物質に対しては飼.共飼,飼,ガス管はロ

もとがふくらむだけで同じような性質を示し,アルミ管は相当大きくまく

れ,塩ビ管はポッキリ折れる｡

())活性物質については薪,アルミ管は同じようなまくれ方をし,苅飼は

やや鉄管に近く.塞ビ管はやはりポッキリ折れる｡(4)これらを

総合すると銅,角鋼は材料が満席であり,
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の相賀 とこわれ方もいづれ解決し

たいと思っている｡V.密閉効果 (宋蛮効果),ねじぶたとコル

ク栓 との比較雷管,ブースターの部分をコル

ク栓にするよりも鉄のねじぶたにする方が起爆伝燦の

カが強くなることは充分考えられるが,一応火映を

行なって経かめてみた｡すなわち写真7の如くして,

更に管径 を外径 50mm,内径 44mTnの ものと,外径

40mm.内径 36mmのものと2種類用意してみた

｡その後果は写共 8の如くになった｡やは[)想像idM

いづれの轍合もねじぶた式の方が管のわれ方が大きい

｡しかしながら細い管の方が太い管よりも差が大きく

あらわれている.これも爽故回敦が少ないのでいつも

こうであるとは云いきれないが次のように脱明がつく

のではないかと思われる｡太い帝では中心部に爆ごう

が起された時周囲にある硝安の粉末が圧給きろ折節波が管壁にとどくまで
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写真 B 賦 田 効 果YoJ.2T.No.2.194& に相当弱められ かつ時間

もかかるため朱書の効果が細い管のそれに比して減

ぜられる｡細い管ではコルク栓は早く飛んでしまい,ねじぶたの方は相当の抵抗と

なってその力は管底部の方に向けられ大 きく砥堀す

る｡但し.伝股性はたし

かに上っているようであるが完全に伝感はしていない｡

Ⅵ･密閉如来 (緊蛮効果),砂を上部につめて緊蛮皮

をあげる守の来襲先づ写斑9の如く,())管の上鰍

こ空気層をおき,その下に留守とブースターを附いてその下 9

cm に食塩をおいたもの,(2).(1)の代 りに乾い

た砂をおいたもの,(3),(I)の食塩の代り

に構安を入れたもの,この3つについて比放 した｡結果,

(2)は (])より明らかにふくらみが大きく.緊

惑度が上っていることを示している｡(a)は上に

空気層があるので梅く促か硝安を起爆したかどうか,という

軽度で,当然ながらコルク栓が密甘している場合より一層蕃そ

うである｡次に写共tOの如く,全部硝安を用い,(4)空

光岡を持ったもの,(これは前項の (3)である｡)(

5)耽料を12cm 入れ上に乾いた砂を入れたもの (

6),(4)の空気層の代))に砂を入れたもの.

(7)硝安を7cm 入れたもの,以上4位を比赦してみた｡試料の高さを変

えたのは砂の屑の好きを変えてみたからで,砂の坪さ

は(5)5cm,(6)8cm,(7)]Ocm である｡その細井は

予想通りで砂をつめたも



ぶた粗度の効果が出るのではないかと思われる｡若し

ねじぶた式にする必要がある時は費用の点から云って

ち.手帳さからしても,このように砂をつめる方法で

充分代用山来るであろう｡砂の屑の厚さについては別

に有意盛らしいものは見られなかった｡次にこの砂が

乾いている方が良いか,混っている方が良いかについ

てしらべるため写井目のような実験を行なってみた｡

即ち寸庇弓削ま全く等しくして.上部の砂のみ乾混2柾

として比放してみたのである｡結射まどうも良く判ら

ないが乾いている方が若干果盗性が良さそうに思われ

る｡というのは乾いているものは砂粒の間に空気があ

り.これの圧輯性でコルクの称分に圧力が伝わるのに

若干時mlがかかる｡そのPlに管底部-のカが強められ

るが,湿っている方は粒問を水が占めでいるので圧力

はそのまま伝達し前者よl)短時間にコルク栓がぬけて

しまい無恋皮の上りが少なくなることが考えられる｡

尚全英験を通じて,底鰍まねじぶた等特に来宅産の高
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いものは必賓でなく,ゴム栓位で充分であるように感

じられた｡

以上今回の尖敦は回穀も少なく.やり方も粗雑で甚

おだ恥しい次窮あるがこの一項々々をもう少し考えな

がら研究を過めてゆけば何かつかめそうな気がする｡

読者庸氏の御意見,卸教示をお威いする｡文献
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